
迫川地区の特性と生活交通の需要 資料2-1
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迫川（茂曽路含む）

奥迫川

■居住人口（H28.2時点）

移動する際に困ったと
感じることがあるか？

（N=994）

生活交通が導入され
たら利用するか？
（N=956）

■生活交通を利用して行きたい場所（上記10箇所）
（第1回アンケート調査）

奥迫川自治会奥迫川自治会

■移動に関する住民意識（第1回アンケート調査）

マルナカ灘崎店

プラッツ灘崎店

松木内科

労災病院

須田外科内科医院

大野眼科
(玉野市)

シネマ
タウン

迫川駅

高取内科医院

プラッツ
藤田店施設名 票数 備考

マルナカ灘崎店 50
労災病院 30

プラッツ灘崎店 22
松木内科 21

須田外科内科医院 16
池田医院 14
迫川駅 11
大野眼科 10 玉野市

両備プラッツ藤田店 9
シネマタウン岡南 8

池田医院
（彦崎）

国道30号国道30号

茂曽路町内会茂曽路町内会

迫川町内会迫川町内会

宇野線宇野線

迫川地区迫川地区

65歳以上割合
迫川 ：34%
奥迫川：49%

よく感じる
7%

時々感じる
16%

あまり感じない

34%

全く感じない

43%

利用する
9%
利用する

可能性が

ある
21%利用しない

70%
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【エリア１】
停留所
①～⑬
迫川地区

【労災病院】
停留所
⑱

１３００円

【エリア２】
停留所
⑭～⑰
国道30号

５００円 ８００円

2.7人

2.7人

1.8人

0.8人

0.6人

1.6人

＜１便＞

＜２便＞

＜３便＞

＜４便＞

＜５便＞

＜６便＞

【エリア１】
停留所
①～⑬
迫川地区

【労災病院】
停留所
⑱

１３００円

【エリア２】
停留所
⑭～⑰
国道30号

５００円 ８００円

1.8人

0.5人

0.8人

2.0人

0.25人

0.25人

＜１便＞

＜２便＞

＜３便＞

＜４便＞

＜５便＞

＜６便＞

1.0人

0.25人

0.25人

施設の利用頻度
→月数回と回答

施設の利用頻度
→月数回と回答

1.0人

【労災病院】
停留所
⑱

【エリア１】
停留所
①～⑬
迫川地区

１３００円

【エリア２】
停留所
⑭～⑰
国道30号

５００円 ８００円

2.8人

2.5人

2.5人

1.8人

1.3人

2.3人

＜１便＞

＜２便＞

＜３便＞

＜４便＞

＜５便＞

＜６便＞

0.1人

0.1

施設の利用頻度
→年数回と回答

施設の利用頻度
→年数回と回答

金曜日水曜日月曜日
施設利用頻度に応じて重みづけ
※月1～3回の方は0.25人、年数回
の方は0.10人としてカウント

■生活交通利用者数（運転免許を持っていない方）（第2回アンケート調査）

 第1回アンケート調査の結果に基づき、運行計画案を作成
 この運行計画案に対して、どの程度利用者が存在するかについて、2回目のアンケート調査を実施

【調査結果】
◎迫川地区から国道30号までの一定の需要が確認された
◎一方、労災病院への需要は、限定的であることが確認された


